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II 英国における東洋研究について

京都大学教授 小野一一郎

大きな論題であるが，時間申告l約もあるので，東洋研究の代表的機関と資料文献蒐集

センターについて紹介する ζ とで責をふさぎたい。

1940年以前における東洋研究は O玄ford，Cambridge. Londonの三大学に集中してい
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たが，主に言語・宗教・考古学に関するものであった。戦争勃発をー契機として中東・

アジアへの関心が高まり，かつ具体的知識の必要もあって，研究分野が政治経済の領域

へと拡がっていった。緊急性に応えるため研究機関の拡充が行われ，とりわけ東洋語学

の特殊訓練機関白充実に重点が置かれたことが，以降の東洋研究発展D礎をきづいた。

この時期では. 1938年に改組された Schoolof Oriental and African Studi目。OAS

-London犬学〕が東洋全域にわたる研究の中心であり，また中国研究では Manchester

Universityが指導的であった。

つづく 1947-60年は研究の飛躍的発展の時期であった。研究機関の充実が計画的に行

われたことが特徴であるが，政府が研究のあり方に深い関心を示し，広い視野から指導

を与えたことが大きな役割を果した。 ScarbroughCommission (J)勧告(1947年〉により，

(1)ノζランスのとれた俳究. (2)緋究の継続性重視.(o)大学でのポストの拡充等々，方向づ

けが示され，あわせて， University Grant Co皿皿itteeによる奨学金制度の充実も行わ

れ，長期的な研究の発展が図られた。その結果，研究のみでなく教育にも重点をおいて

研究者の評価が行われることともあいまって，多〈の研究者が輩出L.研究の発展がも

たらされた。 19印年までに. SOASはいちじるしい発展，拡充をとげ，また Cambridge

(中東)， Oxfordの 5t.Antony Col1ege (中東及び極東)， Durham (中東)8t. Andrew 

(近東)London (コモンウェルス〕各大学にもそれぞれカツヨ内の地域研究センターな

いし研究所がつくられた。

1960年以後では研究が次第に沈静していくとともに地道な定着をみせる。 Hayter

Report (1961年発表〕に沿って. (1)地域研究 AreaStudiesの Centreづくり， (2)専門

研究者養成を重点に体制が 層整備きれた。既存の Durham，SOAS， Oxford， Cum 

bridge等での機関の拡充とともに 1962年以降に She匝eld(日本)Leeds (中国〕

Hull (東南アジア)Cambridge (南アジア)Sussex (アフりカ・アジア〕に地域研究の

Centre が新設された。 これらの研究機関は大学に集中しているが，学外にアこいしても

聞かれており，成人教育にも力を注いでいることは特記さるべきである。

大学以外では， Royal Inslilute of InternatIonal Affairsが伝統をもち，秀れたスタ

ッフと良い蔵書を有している。 ComrnonwealthInstituteは専ら啓蒙的な仕事を行って

いるようである。

次ぎに図書蒐集では BritishLibrary， Chatham House (R. 1ーの図書部)， Royal 

Commonwealth S仁cietyが充実しており，文書類では， Pub1ic Record 0伍ce，Foreign 

and Commonwealth Library， ，British Library of Political and Economic Science 

(London School of Econnm四 Jが利用しうるが，何Icいっても，外国人研究者にと
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って1J!:利なのは SQASである。

おわりに，現在での突|司東洋研究についに付百すれば， 196C年以降の事態(スエズー以

東からの撤兵，石油危機など〕を反映して重点が中東・アフリカにおかれているのが特

色であるコさらに，全時期を通じての特徴ともいえるが，周到な計画と充分な資企に裏

付けbれ，集中的組織的に研究が進められ，若い研究者が次々と輩)1¥しているのは羨し

い由、ぎりである。

〈イナ〉 小野教授弔報?与されたものを，当日のメモをもとに鍛治}I¥堆がまとめました固
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